
さ
れ
て
い
る
。
ギ
グ
と
は
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
、（
仕
事
が
あ
る
時
の
み
の
）不
定

期
就
労
者
や
請
負
契
約
な
ど
を
指
し
、
そ

う
し
た
労
働
者
に
よ
っ
て
経
済
が
成
り
立
っ

て
い
る
状
態
を
ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
い
う
。

米
国
で
は
、
ギ
グ
・
ジ
ョ
ブ
が
す
で
に
全
労

働
者
の
16
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
。

　

日
本
で
も
そ
う
し
た
動
き
は
出
て
い

る
。
そ
の
典
型
例
が
ベ
ル
コ
だ
。
ベ
ル
コ

が
昨
年
7
月
、
監
督
官
庁
で
あ
る
経
済
産

業
省
に
提
出
し
た
報
告
で
は
、
全
従
業
員

7
1
2
8
人
の
う
ち
、
正
社
員
は
わ
ず
か

32
人
で
、
残
る
7
0
0
0
人
以
上
は
、
本

社
と
直
接
、
業
務
委
託
契
約
を
結
ぶ
か
、

委
託
契
約
を
結
ん
だ
代
理
店
と
雇
用
契
約

を
結
ん
で
働
い
て
い
る
。
驚
い
た
こ
と
に
、

支
社
長
や
支
社
長
代
理
、
現
場
の
管
理
職

ま
で
業
務
委
託
契
約
に
な
っ
て
い
る
。
本

当
は
会
社
組
織
で
あ
る
の
に
、
本
部
・
複

数
の
支
社
・
多
数
の
支
部（
代
理
店
）に
バ

ラ
バ
ラ
の
独
立
し
た
法
人
格
を
取
得
さ
せ
、

支
部
を
見
せ
か
け
の「
使
用
者
」
と
し
て

労
働
者
と
雇
用
契
約
し
て
い
る
。
ま
さ
に

「
会
社
組
織
の
丸
ご
と
偽
装
」だ
。
労
働
法

の
規
制
を
免
れ
、
支
店
従
業
員
へ
の
雇
用

責
任
を
逃
れ
る
悪
質
な
手
法
は
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

米
国
で
流
行
し
た
も
の
は
、
数
年
後

に
日
本
で
も
流
行
す
る
と
の
説
が
あ
る
が
、

ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
拡
大
す
る
と
、
不
安

定
雇
用
が
広
が
り
、
低
賃
金
労
働
者
が
ま

す
ま
す
増
え
る
懸
念
が
あ
る
。
ま
た
、
業

務
委
託
・
請
負
労
働
な
ど
に
は
、
労
働
基

準
法
な
ど
の
労
働
法
制
や
最
低
賃
金
が
一

切
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
法
律
で
保

護
さ
れ
な
い
労
働
者
が
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
、
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
米
国
の
流

行
を
決
し
て
日
本
に
広
げ
て
は
な
ら
な
い
。

保
有
資
産
目
当
て
の
企
業
買
収

—

T
C
S
で
起
き
て
い
る
の
は
？

　

T
C
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
ケ
ー
ス

は
、
企
業
買
収
に
よ
る
労
働
組
合
へ
の
支

配
介
入
だ
。
1
9
9
7
年
6
月
に
独
占
禁

止
法
が
改
正
さ
れ
、
純
粋
持
株
会
社
の
設

立
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
連
合

は
、
直
接
の
使
用
者
の
上
に
来
る
持
株
会

社
に
も
使
用
者
概
念
を
拡
大
す
べ
き
と
主

張
し
、
団
交
応
諾
義
務
を
労
組
法
に
書
き

込
む
よ
う
主
張
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
入

逢見直人 
連合事務局長

今
、「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
向
け
て
、
労
働
組
合
や
労
使
関
係
へ
の
期
待
が
高
ま
る一
方
、
そ
れ
を
否
定
・
破
壊
す
る
よ
う

な
動
き
が
出
て
い
る
。
連
合
の
仲
間
が
、
そ
れ
を
は
ね
返
そ
う
と
日
夜
闘
っ
て
い
る
。

1
つ
は
、
使
用
者
責
任
逃
れ
の
「
業
務
委
託
契
約
の
濫
用
」
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
全
ベ
ル
コ
労
働
組
合
（
連
合
北
海
道
・
情

報
労
連
／
冠
婚
葬
祭
互
助
会
の
最
大
手
）。
も
う
1
つ
は
、
企
業
買
収
会
社
に
よ
る
露
骨
な
組
合
つ
ぶ
し
に
立
ち
向
か
う
、

J
A
M
加
盟
の
セ
コ
ニ
ッ
ク
労
組
（
光
学
電
子
情
報
機
器
メ
ー
カ
ー
）
と
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
労
組
（
大
型
コ
ン
ベ
ヤ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
）
だ
。
こ
れ
は
、
決
し
て
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
何
が
起
き
た
の
か
。
労
働
組
合
は
ど
う
行
動
し

て
い
る
の
か
。
ど
ん
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
闘
い
の
最
前
線
か
ら
の
報
告
を
中
心
に
そ
の
惨
状
を
お
伝
え
す
る
。

ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
懸
念

—

ベ
ル
コ
社
で
は
社
員
の
大
半
が
業
務
委

託
契
約
だ
と
い
う
。
そ
の
背
景
に
は
何
が

あ
る
の
か
？

　

最
近
、
米
国
で「
ギ
グ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

（G
ig Econom

y

）」と
い
う
言
葉
が
注
目

不
当
な
攻
撃
と
闘
う
仲
間
を

全
力
で
支
え
よ
う
！

 

不
当
な
働
か
せ
方
や

支
配
介
入
を
許
し
て
は
な
ら
な
い

 問題
  提起

業
務
委
託
契
約
の
濫
用
、
露
骨
な
組
合
つ
ぶ
し
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

労
働
組
合
と
し
て
ど
う
い
う
視
点
を
持
つ
べ
き
か
。
逢
見
事
務
局
長
に
聞
い
た
。
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れ
ら
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。「
ハ

ゲ
タ
カ
」フ
ァ
ン
ド
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

国
内
外
の
フ
ァ
ン
ド
や
持
株
会
社
が
日
本

の
事
業
会
社
を
買
収
し
、
そ
こ
に
労
働
組

合
が
あ
る
場
合
に
は
組
合
つ
ぶ
し
に
か
か

る
。
そ
の
企
業
の
事
業
に
魅
力
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
保
有
資
産
や
知
的
財
産
目
当

て
の
買
収
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
場
合
は
雇
用
関
係
の
維
持
な
ど
は
お

構
い
な
し
で
、
企
業
組
織
が
ズ
タ
ズ
タ
に

切
り
割
か
れ
て
し
ま
う
。
今
回
の
T
C
S

の
動
き
も
こ
う
し
た
疑
念
が
強
い
。

—

労
働
組
合
と
し
て
ど
う
立
ち
向
か
う
？

　

こ
れ
は
日
本
の
雇
用
と
労
使
関
係
を
守

る
闘
い
だ
。
情
報
労
連
と
連
合
北
海
道

は
、
全
ベ
ル
コ
労
働
組
合
を
全
面
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
闘
っ
て
い
る
。
連
合
も「
全
ベ

ル
コ
労
働
組
合
裁
判
闘
争
支
援
対
策
チ
ー

ム
」を
設
置
し
、
私
が
対
策
本
部
長
と
し
て
、

こ
う
し
た
不
当
な
働
き
方
を
な
く
す
た
め

の
闘
い
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合

破
壊
を
阻
止
す
べ
く
、
J
A
M
傘
下
の
セ

コ
ニ
ッ
ク
労
組
と
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
労
組
も

懸
命
に
闘
っ
て
い
る
。

　

ベ
ル
コ
と
T
C
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

に
対
し
て
懸
命
に
闘
っ
て
い
る
仲
間
へ
、

連
合
か
ら
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た

い
。
負
け
る
な
！
仲
間
た
ち
。

日
本
の「
雇
用
」を
守
る
闘
い

ベ
ル
コ
社
の
「
会
社
組
織
の
丸
ご
と
偽
装
」
が
明
る
み
に
な
っ
た
発
端
は
、
連
合
北
海
道
の
労

働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
に
寄
せ
ら
れ
た
１
本
の
電
話
だ
っ
た
。
連
合
北
海
道
の
全
ベ
ル
コ
労
働
組

合
対
策
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
齊
藤
勉
副
事
務
局
長
は
「
業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
が
、
こ
ん

な
違
法
行
為
満
載
の
働
か
せ
方
を
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」、
全
ベ
ル
コ
労
組

の
高
橋
功
委
員
長
は
「
葬
祭
業
で
働
い
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

劣
悪
な
労
働
環
境
を
改
善
し
た
い
と
連
合
に
相
談
し
た
」
と
そ
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

悪
質
極
ま
り
な
い
使
用
者
責
任
逃
れ

　

株
式
会
社
ベ
ル
コ
は
、
会
員
か
ら
毎

月
互
助
会
費
を
集
め
、
結
婚
式
や
葬
儀

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
冠
婚
葬
祭
互

助
会
」
の
最
大
手
。
本
拠
地
は
大
阪
だ
が
、

全
国
に
支
社
・
支
部
（
代
理
店
）
を
配
し

て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

2
0
1
4
年
7
月
、
連
合
北
海
道
が
別

の
葬
祭
会
社
の
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
い

た
時
、
ベ
ル
コ
の
東
札
幌
支
社
手
稲
支
部

代
理
店
で
働
く
従
業
員
か
ら
、「
労
働
組

合
を
結
成
し
て
劣
悪
な
労
働
環
境
を
改
善

し
た
い
」
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。
相
談
者

は
、
支
部
代
理
店
と
雇
用
関
係
に
あ
る
が
、

支
部
代
理
店
長
は
、
ベ
ル
コ
の
社
員
で
は

な
く
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
る
と
い

う
。
交
渉
を
求
め
る
相
手
（
使
用
者
）
は

支
部
代
理
店
長
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

相
談
の
電
話
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
直

感
的
に
「
違
法
性
」
を
疑
っ
た
。
詳
し
く

話
を
聞
く
と
、
支
部
代
理
店
長
は
「
個
人

事
業
主
」
と
は
名
ば
か
り
で
、
実
質
的
に

は
ベ
ル
コ
本
社
の
支
配
下
に
あ
り
、「
応

諾
の
自
由
の
な
い
」
指
示
命
令
を
受
け
、

ベ
ル
コ
本
社
の
発
令
指
示
に
よ
る
人
事
異

動
も
行
わ
れ
て
い
た
。
代
理
店
は
、
互
助

会
会
員
を
獲
得
す
る
と
ベ
ル
コ
本
社
か
ら

成
約
手
数
料
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
だ
が
、

解
約
や
未
納
が
生
じ
る
と
、
そ
の
手
数
料

の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
本
社
か
ら

無
理
な
営
業
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
、
休
日

や
深
夜
も
問
わ
ず
働
い
て
い
る
が
、
時
間

外
手
当
や
深
夜
手
当
は
払
わ
れ
な
い
。
指

示
に
積
極
的
に
従
わ
な
い
代
理
店
長
や
従

業
員
に
対
し
て
は
契
約
打
ち
切
り
・
解
雇

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
が
常
態
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
訴
え
だ
っ
た
。

　

全
ベ
ル
コ
労
働
組
合
の
高
橋
委
員
長

は
「
多
く
の
従
業
員
は
、
今
後
も
如
何
な

る
不
利
益
を
課
さ
れ
る
か
わ
か
ら
ず
不
安

を
抱
え
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

葬
儀
業
を
誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
み
ん
な

お
客
様
の
た
め
に
精
一
杯
仕
事
を
し
て
い

る
。
そ
ん
な
仲
間
の
た
め
に
、
ベ
ル
コ
の

齊藤　勉 
連合北海道副事務局長

高橋　功 
全ベルコ労働組合委員長

ベルコ
  闘争
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約
期
間
満
了
ま
で
半
年
を
残
し
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
を
無
理
や
り
解

除
し
、
代
理
店
を
閉
鎖
。
そ
の
業
務
と
両

名
を
除
く
全
従
業
員
を
、
新
た
な
支
部
代

理
店
を
設
置
し
て
承
継
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
高
橋
・
豊
田
両
氏
を
は
じ

め
と
す
る
労
働
者
は
1
月
30
日
、
全
ベ
ル

コ
労
働
組
合
を
結
成
し
、
連
合
北
海
道
地

域
ユ
ニ
オ
ン
に
加
盟
（
の
ち
に
情
報
労
連

に
も
加
盟
）。
翌
日
、
ベ
ル
コ
本
社
に
労

働
組
合
結
成
通
知
と
団
体
交
渉
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
連
合
北
海
道
は
、
全
ベ
ル
コ

労
働
組
合
対
策
委
員
会
を
設
置
し
て
、
ベ

ル
コ
本
社
宛
の
抗
議
行
動
と
組
合
へ
の
激

励
行
動
、
ベ
ル
コ
労
組
・
情
報
労
連
・
地

協
役
員
に
よ
る
全
道
組
織
化
オ
ル
グ
を
展

開
。
ま
た
、
地
位
保
全
な
ど
を
求
め
る
仮

処
分
、
本
裁
判
を
提
訴
し
、
労
働
委
員
会

へ
の
不
当
労
働
行
為
救
済
の
申
し
立
て
も

行
っ
た
。
連
合
本
部
も
ま
た
「
全
ベ
ル
コ

労
働
組
合
裁
判
闘
争
支
援
対
策
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
、
弁
護
団
へ
の
支
援
を
強
化
す

る
一
方
、
こ
れ
ま
で
札
幌
、
東
京
、
大
阪

で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
や
厚
労
記
者
ク

ラ
ブ
で
の
記
者
レ
ク
実
施
な
ど
世
論
喚
起

に
努
め
、
週
刊
東
洋
経
済
（
2
0
1
7
・

3
・
25
号
）に
は「
冠
婚
葬
祭
業
に
蔓
延
す

る『
個
人
請
負
』の
深
い
闇
」と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
ベ
ル
コ
の
特
集
記
事
が
組
ま
れ
た
。

劣
悪
な
労
働
環
境
を
改
善
し
た
い
と
、
労

働
組
合
を
結
成
し
て
会
社
と
交
渉
を
す
る

こ
と
を
決
断
し
、
連
合
に
相
談
し
た
」
と
、

そ
の
切
実
な
思
い
を
打
ち
明
け
る
。

労
働
組
合
結
成
を
理
由
に
解
雇

　

連
合
北
海
道
は
、
こ
う
し
た
ベ
ル
コ
社

の
手
法
に
つ
い
て
、
業
務
委
託
を
濫
用
す

る
こ
と
で
使
用
者
責
任
を
放
棄
し
、
労
働

者
保
護
ル
ー
ル
の
適
用
を
免
れ
、
利
益
の

み
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
き
わ
め
て
悪
質

巧
妙
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
あ
り
、「
偽

装
雇
用
」
だ
と
判
断
。
労
働
組
合
結
成
の

準
備
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
動
き

を
察
知
し
た
ベ
ル
コ
本
社
は
2
0
1
5
年

1
月
28
日
、
組
合
結
成
の
中
心
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
高
橋
委
員
長
と
豊
田
書
記
長
が
勤

務
す
る
手
稲
支
部
代
理
店
長
に
対
し
、
契

　
株
式
会
社
ベ
ル
コ
は
、
全
従
業
員

7
1
2
8
人
の
う
ち
、
正
社
員
は
わ
ず

か
32
人
。
残
る「
臨
時
社
員
」
は
、
す

べ
て
業
務
委
託
契
約
か
業
務
委
託
し
て

い
る
支
部
長
が
雇
用
し
て
い
る
形
式
を

取
っ
て
い
る
。
驚
く
べ
き「
究
極
の
業
務

委
託
の
濫
用
事
例
」で
あ
り
、
こ
こ
ま
で

大
規
模
で
徹
底
的
に
業
務
委
託
形
式
を

悪
用
し
て
使
用
者
責
任
を
免
れ
る
事
例

は
日
本
の
労
働
裁
判
史
上
、
過
去
に
類

例
が
な
い
。
労
働
委
員
会
も
、「
支
社
長

ま
で
が
業
務
委
託
と
は
…
。
こ
ん
な
企

業
は
あ
り
え
な
い
」と
の
認
識
を
も
っ
て

い
る
。
従
来
の
法
理
論
や
判
例
法
理
で

は
解
決
で
き
な
い
初
め
て
の
類
型
の
労

働
事
件
で
あ
り
、
新
し
い
労
働
者
保
護

法
理
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
、
労
働
組

合
と
労
働
者
を
守
れ
な
い
危
険
性
の
あ

る
事
件
で
あ
る
。

　
現
在
、
経
産
省
は「
雇
用
関
係
に
よ

ら
な
い
働
き
方
」を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
ベ
ル
コ
は
ま
さ
に「
労
働
法

の
不
要
な
」「
労
働
組
合
も
結
成
で
き
な

い
」社
会
へ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ

ニ
ー
と
言
え
る
。
悪
質
極
ま
り
な
い「
業

務
委
託
」の
濫
用
が
広
が
れ
ば
、
日
本

の
雇
用
社
会
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
、
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘
い
だ
。

棗　一郎 
弁護士
日本労働弁護団常任幹事

ベ
ル
コ
解
雇
事
件
の
本
質
は

究
極
の「
雇
用
関
係
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」で
あ
る
！

　
「
私
た
ち
の
情
報
発
信
に
対
し
、
全
国

の
ベ
ル
コ
で
働
く
方
や
元
社
員
な
ど
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
で
い
る
。
ベ
ル
コ

の
仲
間
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
齊
藤
副
事

務
局
長
。
ベ
ル
コ
闘
争
は
、
ベ
ル
コ
で
働

く
人
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
日
本
の
雇
用

を
守
る
た
め
の
社
会
的
な
闘
い
な
の
だ
。

ベルコのビジネスモデル

業務委託契約
業務管理

業
務
委
託
契
約

本社

支社

支部（代理店）

労働契約

業務委託契約の濫用により、
巧妙に使用者責任を逃れている

労働契約

（契約関係なし）

店長

従業員 従業員
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「許すなブラック企業！ 1.20JAM総決起集会」 （2017年1月20日 連合会館）

真っ赤な鉢巻きを固く締
め、全国から駆けつけた
JAMの仲間が結集。連合
の神津会長も壇上に立
ち、「『働き方改革』推進の
もとで、労働組合の重要
性が増す中にあって、労
使関係を否定する、ある
いは労使関係の担い手
である労働組合を攻撃
するなど、もってのほか
だ。断じて許すことはで
きない」と激励した。

東
京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
を
母
体
と
す
る
「
T
C
S
グ
ル
ー
プ
」
に
買
収
さ
れ

た
企
業
で
起
き
て
い
る
の
は
、
露
骨
な
労
働
組
合
つ
ぶ
し
だ
。
そ
の
標
的
と
な
っ
た

J
A
M
傘
下
の
セ
コ
ニ
ッ
ク
労
組
と
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
労
組
は
、
懸
命
の
闘
い
を
続
け
て
い
る
。

株
会
社
、
グ
ル
ー
プ
企
業
、
派
遣
先
企
業
、

投
資
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
お
け
る
使
用
者
責

任
を
明
確
化
す
る
な
ど
の
法
制
化
も
喫
緊

の
課
題
だ
。
こ
の
危
機
感
を
す
べ
て
の
労
働

組
合
に
共
有
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
る
。

よ
り
人
員
補
充
を
行
い
、
組
合
役
員
を
ね

ら
っ
て
配
置
転
換
を
行
う
な
ど
、
労
働
組

合
組
織
の
弱
体
化
を
ね
ら
っ
た
攻
撃
を
エ

ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　

栄
グ
ル
ー
プ
長
は
、「
セ
コ
ニ
ッ
ク（
光

学
電
子
情
報
機
器
メ
ー
カ
ー
）と
日
本
コ
ン

ベ
ヤ（
大
型
コ
ン
ベ
ヤ
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
）、

ど
ち
ら
の
企
業
も
、
Ｔ
Ｃ
Ｓ
に
買
収
さ
れ
る

前
は
、
ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
の
も
と
で

確
固
た
る
労
使
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
経
営
者
が
跋ば
っ

扈こ

す
れ
ば
、
当

該
単
組
の
み
な
ら
ず
、
労
働
組
合
そ
の
も

の
の
存
在
が
危
う
く
な
る
。
親
会
社
の
使

用
者
責
任
を
厳
し
く
追
及
し
て
い
く
と
同

時
に
、
日
本
の
労
使
関
係
を
危
機
に
陥
れ

る
重
大
な
社
会
的
問
題
と
し
て
世
の
中
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
事

業
譲
渡
、
合
併
な
ど
の
企
業
再
編
に
お
い

て
は
、
労
働
組
合
へ
の
事
前
の
情
報
提
供
・

協
議
を
義
務
づ
け
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
、

親
会
社
の
雇
用
・
使
用
者
責
任
、
純
粋
持

　

J
A
M
本
部
で
闘
争
支
援
の
先
頭
に
立

つ
栄
敏
彦
組
織
グ
ル
ー
プ
長
は
、
そ
の
執

拗
な
攻
撃
に
怒
り
を
隠
さ
な
い
。「
最
初

に
一
時
金
の
減
額
お
よ
び
業
績
連
動
の
廃

止
、
定
昇
凍
結
や
賃
金
制
度
の
変
更
な
ど

を
組
合
の
合
意
を
得
な
い
ま
ま
強
行
す
る
。

春
闘
の
賃
金
・
一
時
金
交
渉
は
ゼ
ロ
回
答

か
ら
始
ま
り
、
き
わ
め
て
低
額
の
回
答
が

示
さ
れ
、
合
理
的
な
説
明
の
な
い
不
誠
実

団
交
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

ユ
ニ
オ
ン
シ
ョ
ッ
プ
協
定
の
廃
止
な
ど
労

働
協
約
の
改
定
に
つ
い
て
会
社
提
案
を
押

し
付
け
る
か
、
期
限
切
れ
を
理
由
と
し
て

一
方
的
な
協
約
の
破
棄
を
行
っ
て
く
る
」。

労
働
組
合
そ
の
も
の
の
危
機

　

こ
う
し
た
組
合
破
壊
攻
撃
に
対
し
、
セ

コ
ニ
ッ
ク
労
組
、
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
労
組
は
、

労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行
為
救
済
を
申

し
立
て
る
と
と
も
に
、
一
方
的
な
賃
金
・

一
時
金
の
切
り
下
げ
に
対
し
て
、
時
間
外

労
働
拒
否
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
駆
使
し
て
対
抗
し
て
き
た
。
し
か

し
、
他
の
グ
ル
ー
プ
企
業
か
ら
の
出
向
に

繰
り
返
さ
れ
る
不
誠
実
団
交

　

T
C
S
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
企
業
買
収
・

労
働
組
合
破
壊
の
手
法
は
こ
う
だ
。
ま
ず
、

グ
ル
ー
プ
企
業
を
動
員
し
て
市
場
で
株
を

買
い
占
め
、
業
務
提
携
の
話
を
持
ち
込
む
。

そ
の
後
、
T
C
S
グ
ル
ー
プ
か
ら
役
員
を

送
り
込
み
実
権
を
握
る
。
買
収
し
た
会
社

を
事
業
会
社
と
持
株
会
社
に
分
割
し
、
実

体
の
な
い
子
会
社
な
ど
を
複
数
設
立
。
そ

し
て
、
一
方
的
に
労
働
条
件
の
切
り
下
げ

を
行
う
。
労
働
組
合
が
あ
り
、
健
全
な
労

使
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
会
社
で
は
、
そ

れ
を
ズ
タ
ズ
タ
に
破
壊
し
て
い
く
。

　

陰
湿
か
つ
悪
辣
な
労
働
組
合
つ
ぶ
し
を

仕
掛
け
る
T
C
S
と
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
労
組

の
闘
い
は
、
3
年
を
経
過
し
激
し
さ
を
増

し
て
い
る
。

　

2
0
1
5
年
12
月
、
T
C
S
は
、「
ユ
ニ
オ

ン
シ
ョ
ッ
プ（
ユ・
シ
）条
項
の
破
棄
」、「
同

意
条
項
の
削
除
」、「
便
宜
供
与
の
削
除
」な

ど
、
労
働
組
合
を
弱
体
化
さ
せ
破
壊
を
目

論
む
労
働
協
約
改
定
を
申
し
入
れ
て
き
た
。

組
合
は
改
定
を
拒
否
し
た
が
、
3
カ
月
後

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
か
ら
の
報
告

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
取
り
戻
す
た
め
に

TCSホールディングス
（東京コンピュータサービス）

TCSグループ
A社、T社、N社、M社など約70社・社員1万人

❶企業の買収

❷買収企業の組織再編

❸労働組合つぶし

関連企業による株の買い占め
業務提携、企業の買収・乗っ取り

分社化・人員整理

不誠実団体交渉
労働協約の破棄
（ユ･シ協定、定期昇給、年間一時金など）
配転・出向・転籍による組合脱退工作

〈JAM加盟組合〉～セコニック、日本コンベヤ
（TCSホールディングスと裁判闘争・労働委員会争議中）

日
本
の「
労
使
関
係
」を
守
る
闘
い
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員
を
組
合
員
に
す
る
こ
と
、
③
数
々
の
不
当

労
働
行
為
に
対
す
る
反
省
と
謝
罪
を
求
め
、

2
0
1
6
年
5
月
、
大
阪
府
労
働
委
員
会

に
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
を
行
っ
た
。

　

安
心
し
て
働
け
る
職
場
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
組
合
員
の
団
結
を
背
景
と
す
る
現

場
で
の
実
力
闘
争
と
労
働
委
員
会
闘
争
に

全
力
で
取
り
組
む
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
労
組
に

強
力
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

に
は
一
方
的
に
期
間
満
了
を
宣
言
。
さ
ら
に
、

2
0
1
6
年
4
月
に
は
組
合
の
反
対
を
押
し

切
り
、
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
の
上
に
N
C
H
D
と

い
う
純
粋
持
株
会
社
を
設
立
。
そ
こ
か
ら
出

向
と
い
う
形
で
新
入
社
員
が
送
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
組
合
は
、
①
労
働
協
約
が

有
効
で
あ
る
こ
と
、
②
N
C
H
D
か
ら
の
出

向
を
中
止
し
直
雇
用
と
し
て
組
合
員
に
す
る

か
、
ユ
・
シ
条
項
の
範
囲
を
拡
大
し
出
向
社

　

ベ
ル
コ
に
お
け
る
使
用
者
責
任
逃
れ
、

T
C
S
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
労
組
攻
撃
と
労

働
協
約
破
棄
。
い
ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
ま
す
ま
す
重
要
性
が
高
ま
る
集
団
的

労
使
関
係
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
も
の

だ
。
し
か
も
、
ベ
ル
コ
の
ケ
ー
ス
は
、
放

置
す
れ
ば
日
本
全
体
に
広
が
り
か
ね
な
い

危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
T
C
S
グ

ル
ー
プ
の
ケ
ー
ス
は
、
い
つ
自
分
た
ち
の

企
業
で
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
闘
う
労
働
組
合
は
、
労

働
者
の
権
利
だ
け
を
主
張
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
ま
し
て
会
社
を
倒
そ
う
と
し
て

い
る
の
で
も
な
い
。
一
方
的
に
労
働
組
合

を
敵
対
視
す
る
経
営
に
対
し
て
、
お
客
様

の
信
頼
の
た
め
、
会
社
を
よ
く
す
る
た
め
、

労
使
関
係
を
大
切
に
す
る
た
め
に
闘
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
闘
い
だ
。

連
合
は
、
ベ
ル
コ
、
T
C
S
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
闘
い
を
全
面
的
に
支
援
し
て
い
く
と

と
も
に
、
組
織
内
外
に
そ
の
実
態
を
伝
え
、

世
論
形
成
を
通
じ
て
何
と
し
て
も
裁
判
・

労
働
委
員
会
闘
争
を
勝
ち
抜
き
た
い
。

　

労
働
組
合
は
社
会
の
公
器
だ
。
対
等
で

健
全
な
労
使
関
係
を
通
じ
て
、
労
働
者
の

権
利
保
護
や
雇
用
確
保
、
労
働
諸
条
件
の

向
上
を
は
か
り
、
企
業
の
発
展
や
持
続
可

能
性
の
向
上
に
も
資
す
る
と
い
う
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
企
業
に
と
っ
て
労

働
組
合
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

　

お
り
し
も
、「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」

の
議
論
を
踏
ま
え
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
処
遇
改
善
や
長
時
間
労
働
是
正
を
柱
と

す
る「
実
行
計
画
」
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

実
現
に
向
け
て
は
、
現
場
の
労
使
の
取
り

組
み
こ
そ
が
カ
ギ
に
な
る
。
そ
う
し
た
意

味
で
も
、
労
使
関
係
や
労
働
組
合
の
役
割

に
社
会
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、

一
方
で
そ
れ
を
否
定
し
破
壊
し
よ
う
と
す

る
経
営
も
登
場
し
て
い
る
。

山根木晴久 
連合総合組織局長

こ
れ
は
対
岸
の
火
事
で
は
な
い

労
使
関
係
を
破
壊
す
る
経
営
と
の
闘
い
だ

連
合
の
ス
タ
ン
ス
と
取
り
組
み

　
M
＆
A
は
、
近
年
再
び
増
加
傾
向
に

あ
る
。
M
＆
A
に
よ
り
経
営
権
を
握
っ

た
企
業
は
、「
労
働
条
件
の
破
壊
」「
労

働
組
合
に
対
す
る
支
配
介
入
」「
会
社

財
産
の
簒さ
ん
だ
つ奪

」
を
繰
り
返
し
ブ
ラ
ッ

ク
化
し
て
い
る
。
セ
コ
ニ
ッ
ク
で
は
、

T
C
S
グ
ル
ー
プ
が
会
社
の
経
営
権
を

握
っ
て
以
降
、「
協
約
で
定
め
ら
れ
た

一
時
金
全
額
不
支
給
」「
課
長
職
の
降

格
」「
退
職
勧
奨
」「
組
合
脱
退
工
作
」

が
行
わ
れ
て
き
た
。
セ
コ
ニ
ッ
ク
労
組

は
、
労
働
協
約
の
失
効
措
置
が
支
配
介

入（
労
組
法
7
条
3
号
）
で
あ
る
と
し

て
東
京
都
労
働
委
員
会
に
不
当
労
働
行

為
救
済
申
立
を
行
い
、
現
在
命
令
を
待

つ
段
階
で
あ
る
。
T
C
S
グ
ル
ー
プ
は
、

経
営
権
を
握
っ
た
日
本
コ
ン
ベ
ヤ
で
も

同
様
の
攻
撃
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
コ

ン
ベ
ヤ
労
組
は
、
争
議
行
為
を
繰
り

返
し
抵
抗
し
て
い
る
。
T
C
S
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
総
務
部
の
管
理
職
が
、
両

組
合
と
の
団
体
交
渉
に
出
席
し
グ
ル
ー

プ
全
体
の
支
配
を
は
か
っ
て
い
る
。
労

働
組
合
は
、
M
＆
A
を
利
用
し
た
企
業

の
ブ
ラ
ッ
ク
化
の
課
題
に
も
っ
と
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。

徳住堅治 
弁護士
日本労働弁護団会長

M
＆
A
を
利
用
し
た
企
業
の
ブ
ラ
ッ
ク
化
へ
の
対
策
を

弁
護
団
よ
り
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